
【対策】

①フォークリフト使用時は、あらかじめ走行経路を決め、経路の路面や障害物

の状況を確認しておく。

②フォークリフト使用時は、車体だけでなくツメやマスト等の大きさや位置も考慮

しながら、周囲に接触しないよう注意を払う。

③フォークリフトのツメで荷を吊らない。（用途外使用の禁止）

【発生状況】

フォークリフトで撤去品を運搬中、マストが上昇している状態だったため、パイプ

ラックの下に取付けられていた水銀灯へ接触し、破損させた。

【原因・問題点】

①走行経路に障害物がないか、事前の確認が不足していた。

②マストの高さに注意を払っておらず、水銀灯に接触するという認識がなかった。

③フォークリフトのツメで荷を吊っていたため、マストの位置が高くなっていた。

フォークリフトで走行中 マストが水銀灯に接触し損傷させた
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水銀灯
高さ 約3.2ｍ

【 発生状況 】

マスト高さ 約3.5ｍ


